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I 背窓県独自の子育て支援制度「子育てメイトJ

今日

(社会福祉学研究第三号)に掲載した f地域における

の続報である。子育てメイトは、平成9 (1997) 

どもたちの健やかな成長のために」創設された青森県独自

白の子育て支援制度「子育てメイト」は、

「身近な子育てサボーター」であり、正式な名称は

自の子育て支援制度として「子育てメイJを創設

の深刻な「家庭の教育力の低下」に国っている。

「都市化や核家族化の進行により、地域や親成等からも謀立しがちな状況JVこる

メイトの活動 1"""'-'子育て

メイ卜として青

ある。この青

あると共に、地域全体で

メイトjである。

ると どもをめぐる開題は複雑、多様化j していること。

どもに対する虐待の問題が顕在fとする等j に見られるように、

と協んだり、不安を抱えたまま、身近に相談できる相手もなし

をしてしまい、子どもの縫やかな或長に良くない影響を及

どもが

ど

2. 

も

いること

3.そしてJこのような現状のもと、地域ぐるみで子育てを支えることが、今求められてJいること。

このように青森県独告の子育て支援寄せ疫「子育てメイトJは、「家庭や地域の子どもをめぐる

h

え

は複雑、多様化J

力の抵下J

い課を担

ターJ

平成9 (1997) 

人ひとりに

をもたらしている中で、これらの三つの今日の深刻な

どもたちの健やかな成長のために、青森県健康福祉部こどもみら

を家庭支援する、或いは親支援する

メイト)として創設されたのである。このことは、当時の青森県知事木村守男氏が、

8月4日の

メイトJ

メイトJの委嘱式において、青森県内各市町村の代表67名のー

を手渡した後に、「虐待の未然防止のため各家庭に心者砕いて

接触し、解決の糸口なつかんで、ほしいJと挨拶して、子どもの虐待を未然に訪ぐJ子育てメイトjの

児の不安解消Jに大きな期待を寄せていることから容易に知れるであろう。しかしながら、この f少

子化が進b中、地域の親の手助けをしてきた/4)子育てメイトはJ二00七〈平成十八〉年護から

県が対政支援を療止し f地域のメイトJとして活動するj とは言え、(青森〉県主導で1997(平成9)

年 8 月に配議され、若い母親の背見相談に乗る W[青森県〕子育てメイト ~J は、地域全体で子育て

支援する青森県の ータ ~J として大きく期待されながらも、「子育てメイトは、
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地域lこおける子育てメイトの活動 E 

地域社会にとって大きな支えとなっている(三村知事)叩にもかかわらず、極めて残念なことであ

るが、事実上、廃止されたのである O そこで、この「地域社会にとって大きな支えとなっているj

森県独自の子脊て支援制度「子育てメイトj について、この小論では、「地域における子育てメイト

の活動」の問題設定の下に、 f子育て支援を中心にJ、青森県子育てメイトの目的と役割、子育てメイ

トの子育て支援の活動方法とその内容、子育てメイトの子育て支援活動の実際などの三つの課題を設

定して、この地域全体で子育てを支援する青森県独自の子育て支援制度である子育てメイトの約ト年

強に亘る「身近な子育てサボーター」としての活動について、紙i隔の関{系で前号(社会福社学研究第

三号〉と本号(社会福祉学研究第四号)の二回に分けて具体的に考察を試みたものである O 従って、

具体的に、これら三つの研究課題のうち、前号の「地域における メイトの活動 I~子育て支援

を中心に~J においては、この小論の問題意識として日 青森県独自の子育て支援制度『子育てメ

イト』を、そして三つの研究課題のうち「耳Jの「青森県「子育てメイト」の目的と役割」及び rIIlJ

の i子育てメイトの子育て支援の活動方法とその内容Jにおいては、子育てメイトの「相談支援Jの

「家庭訪問Jの開題のみを取り扱い考察を試みている。従って、本稿においては、「田 子育てメイト

の子育て支援の活動方法とその内容jの子育てメイトの f家窓訪関Jと共に「相談支援Jである「親・

親子との交流J及び「その地Jの開題から考察を試み、 rWJの「子育てメイトの子育て支援の活動

の実擦」、 rv の「子育てメイトから子育て支援員の活動へj の開題を考察することになる。

I 青森県独自の子育て支援制度 f子育てメイトJ(前号)

E 青森県 f子育てメイトJの目的と役割(前号)

田 子育てメイトの子育て支援の活動方法とその内容

本館においては、「子育てメイトの子育て支援の活動方法とその内容Jの課題設定の下に、

メイトの「活動や支援のあり方j について、より具体的には、「子育てメイト活動マニュアノレ(平成

11年2月・平成15年3月)Jに従って、大きく子育てメイトの「相談支援」と「関孫機関等の連絡支援」

及び「その他Jの三つに分け考察を試みている o これらの三つの研究課題のうち、子育てメイトの第

一の「相談支援Jについては、「家庭訪問j と「親・親子との交流」及び「その他j に分けて考察を

試みているが、子育てメイトの f家庭訪問Jによる「相談支援J支援にいては、前号(社会福祉学研

の「地域における子育てメイトの活動 I~子育て支援を中心に~J において、より詳細に

考究を試みているので、本節においては、子育てメイトにおける「相談支援」の第二の問題である f親・

親子との交流j の開題から考察を試みることにしたい。

1 子育てメイトの「相談支援J

(1) r家庭訪問J支援(前号参照)

メイトの「相談支援j の第一は、「家庭に入り込んで、いく仕事だけに、地域的には困難を梓

うこともあるム メイトの「家底訪問Jによる支援である。この子育てメイトの「家斑訪問j

支援が子脊てメイトの「相談支援jの第一の「基本的役割と捉え」られているのはJ子育てメイトは、

に未就学児童を持つ家庭を対象として、子育てについての不安や悩みの話し相手になること」によっ
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を効果的なものとし、家庭の子育て力安向上させることj になるからである。この

メイトの「家定訪問jによる活動支援についてJ子育てメイト活動マニュアノレ(平成11年2月)J 

は、 f日頃の心かまえj、「家庭訪問J支援の具体的方法、ばきの聞き方」や「面接のポイントjなどの

三つの具体的方法を挙げているが、詳細について を参照して欲しい。

(2) r親・親子との交流j支擢

メイトは、仁子育てiこ関する不安や摘みを気軽に話し合える相手として、

方会(青森〉県知事が依嘱して」いる青森県民の「身近な子育てサボーターj である。

県知事が依嘱していJるとは言え、青森県当局に、子育てメイ

トの rw活動方法や役割などをもっと具体的に教えて欲しいJという意見や要望が寄せられJるのは、

f家庭に入り込んでいく仕事だけに、地域的には困難を伴うこともあるのでム極めて自慰な成り行き

である。「子育てメイトは、法律に定められている民生・児童委員及び主住児童委員とは異なり

権限や指導権最J(26)を有していないからである。

この第二の子育てメイトの「相談支援j としての「交流広場等Jにおける「親・親子との交流jは、

「地域の状況により、個別の訪問が難しい場合や多くのお母さんたちと交流そ持ちたい場合Jの「活

動方法」である。この「交流広場等Jにおける f親・親子との交流Jの具体的な活動「内容は、地区

の公民館などを利用してお母さんたちとおしゃべりしたり、子どもたちと一緒に遊んだりして交流を

深めj るものである O 子育てメイトが「お母さんたちとおしゃべりしたり、子どもたちと一緒に遊ん

りして交流を深めるJ 交流広場等Jについては、平成11年2月の『子育てメイト活動マニュアル』

には、より具体的に、「公園等の遊び場や地域の公共擁設等(福祉センタ←、国地集会月rr等)を利用

し、一....J、そして「地区の公民館、集会所、保膏所などを会場にしてJとあることから、 f交流広場

等j の「等j、そして「地区の公民館などを利用してJの「などJは、公園等の遊び場や地域の福祉

センタ一、団地集会問、保育所などを指しているのであろう。そしてこの「親・親子との交涜j にお

ける子育てメイトの「活動や支援のあり方Jについて、平成15年3月の「子育てメイト活訪マニュア

ノレJは、「交流広場等での留意事項についてJ(38)において、「地域の状況により、揺別の訪問が難しい

くのお母さんたちと交流を持ちたい場合に、交流広場等の活動方法がJあると、次のように

記述している。

「地域の状況により、個別の訪問が難しい場合や多くのお母さんたちと交流を持ちたい場合に、

流広場等の活動方法があちます。内容は、地区の公民館などを利用してお母さんたちとおしゃべりし

たり、子どもたちと一絡に遊んだりして交流を深めます。参加を呼びかける方法は、チラシを作った号、

町会の掲ポ板や屈覧板を利用したりします。この1i法は、集閉で自由参加なので相手に拒杏されるこ

ともなく、自然な形で顔見知りになり、お母さん同土の交涜も困ることもできます。しかし、場所の

確保や子育てメイト同士の連携がとられていないとうまくすすめることが難しいので、第一章の8で

説明している『市町村子育てメイト連絡協議会』の会議等を通じて、子育てメイト同士、また、市町

者とも連携を密にして実施してみましょう。また、子子育てメイト組織活動支援事業費補助金J

の活用も検討してみましょう。J(W子育てメイト活動マニュアル(平成15年3月)J]) 

この子育てメイトの地域における「親・親子との交流j支援の活動の実際については、平成19(2007) 

3月に青森県縫康福社部こどもみらい謀が作成した『平成18年度青森県子背てメイト(研修会活動
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事例報告集)JJの中に、青森県八戸市の柏崎公民館を活用した f親・ との交流J活動「柏崎すく

すくサロン」について、次のように具体的に紹介されている。「柏椅すくすくサロンは、柏崎地区メ

イトが中心となり、平成14年5月に発足Jした「親・親子との交流J活動である。

f年間のサロンの開権回数は10留です。柏崎公民館を会場に、毎丹第4月曜日の10時から12持まで

開催しています。参加者辻、平成17年度は、親子で455名、平成18年度は336名の参加がありました。

日程やプログラムについては、メイトを f企画担当JJWおやつ担当Jlに分け、ローテーションで役割

を分担しております。スケジュールは、自由遊び、保槌師さんのお話、絵本の読み聞かせ、その日の

マ、おやつ、フリートーク(情報交換、育児相談等)となっております。その日のチーマは、月

期に決まっており、例えば、 4月は色紙に鯉のぼりと兜をつくろう、 9月はお月見、 11月はクリスマ

ス、 2丹は雛祭りなどとなっております。J(八戸市・中屋敷幸子さん)

この「柏崎すくすくサ口ンjの「親・親子との交流j活動において、 メイトはJメイトを『企

画担当日おやつ担当Jに分け、口一テーションで役割を分担してjいる。そして「柏崎すくすくサロンj

の「親・親子との交流J活動における「参加者の意見j について、次のように紹分しているo

「参加者の意見としては、①メイトがたくさんいるので安心で、きる、寄親同士が友達になれる。コミュ

ーションがとれる。③楳鍵師の話を開いたり、個別相談ができる o 延長メイトと一緒におやつを食
まゆだま

べながら話ができるので楽しい。密騎玉、七夕、お月見など家庭で出来ないことが、サロンで出来る

ので楽しいなどの意見がありました。J(中屋敷幸子さん)

子育てメイトが参加者の意見に「①メイトがたくさんいるので安心できる、メイトと一緒におや

つを食べながら話ができるので楽しいj とあるように、子育てメイトは、 f子育てに不安や悩みを抱

える地域のお母さん方の身近で気軽な相談相手として(佐藤賭子氏)J、極めて高く評価されているの

である。この「柏崎すくすくサロン」の「親・親子との交流」活動については、参加者が、「②親同

士が友達になれる。コミュニケーションがとれる。③保健師の話を開いたり、個別相談ができる G ③ 

七夕、お月見など家庭で出来ないことが、サロンで出来るので楽しいj など高く詩価している

ように、「柏崎すくすくサロンJcr親・親子との交流j活動)が「地域の状況により、個別の訪問が
難しい場合や多くのお母さんたちと交流を持ちたい場合jの「活動方法j として十二分に機能してい

ることは容易に理解できるであろう。

(3) 地域の中での交流支援

メイトの「相談支援j として「家産訪問Jと「親・親子との交流j と共に挙げられて

いる「相談支援j における fその他Jの活動は、子青てメイトが地域の「道路、スーパー、バス停等

地域の中で交流を囲った場合j で、そこには「公園等で遊んで、いる親子等との交流を国ったJ場合も

合まれている。この子育てメイトの「道路、スーパー、バス停j、「公国等で遊んでいる親子Jなどに「親

;こ声をかけ、会話」の機会を持つ「地域の中で交流J活動は、①「日頃から、地域の人たちとの交

流を通し、子どもたちの情報を得るj こと、 r地域において、孤立化している家庭はないか、相談

を必要とする家庭はないかJなどの情報を得て、「子育てについて不安や悩みがある時i士、速やかに

相談・助言J情報を得るができること、③「各市町村ごとあるいは地区ごとに異なる地域の特性やニー

ズに応じた活動を行うことjが出来ること、など子育てメイトの「地域の子育て支援Jの極めて重要

な活動方法である。このことは、青森県が青森県内全域に子育てメイトそ3，000人を配置した目的に
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ついて、「近年、若~m化や核家族化の進行により、家庭が地域や親域等からも孤立乙がもな状況にあ

り」、「その結果、よくわからないまま、・・・子どもに不適切な対応をしてしまい」、「子どもの鍵やかな

成長に涼刻な影響 ぼ」していると、次のように指摘していることから に知ることができょう o

f近年、都市化や核家族化の進行により、家産が地域や親戚等からも孤立しがちな状況にあり、

近に相談できる相手もなく、子どもが思うように育たないと悩んだり、不安を抱える母親等が増え、

その結果、よくわからないまま、結果的ι子どもに不適切な対応をしてしまい、 どもの鍵やかな成
長に深刻な影響を及ぼす事例が増えていま 『子育てメイト活動マニュアル(平成11年2

月)j) 

核家族化の進行が子どもの健やかな成長に深刻な影響を及ぼしている問題点については、⑥母親の

就労の増加により、地域社会の連帯を弱め、家挨の孤立化を生み出していること、密都市化による地

域社会の新絶により、母親が相談相手を失い、孤立しがちであること、多地域社会の相互扶助の精神

が失われたこと{地域共同体の破壊〉。④住環境の悪化により、子どもが集い仲間を作る、遊び場の

減少をもたらしたこと。 φ遊び場の減少と共に、遊び仲間との諮れ合いの機会を失うこと ったこ

と。 お稽吉ごと 加えてテレビ視聴が生活の中心を占めることによっ 子どもの学習

が先 遊び友達が少なくなったこと、などが一般に、指摘されている。核家族化の問題は、

庭の地域社会との触れ合いの減少をもたらし、育児や子育ての知蕊が地域や仲間から伝承されなく

なって、青児や子育てζ深刻な問題を投げ掛けていることにある。

この子育てメイトの地域における「相談支援j としての「その抱j の活動「地域の中で交流」支援

の活動の実擦については、平成11(1999)年2月に青森県縫操福祉部児童家定課が作成した

メイト ニュア/ほの中で、子育てメイトの青森に転勤してきた親子の「公園デ、ピューJへの対

について、次のように具体的に実践記録されている。

若いお母様方は、合間デビューといって、小さい子どもを公躍で遊ばせながら、お母様達

と親しくなるという話を聞いておりましたので、 fどの辺の公園で何時ごろ遊ばせますか』と聞いて

りまして、私もその公園に有念、一緒にお話の仲間に入れていただいてあります。J(r子育てメイ

ト して想うことJ青森市子育てメイト田辺法子氏) メイト活動マニュアル(平成日年2月山

このよう メイトが、青森には転勤で来て叶、さ どもを公園で遊ばせjている、とかく「家

定が地域や親戚等からも孤立しがちなJi若いお母様連jと、 f弘もその公園に行 一緒にお話の仲

に入れていただいてム「フレンドリーな相手として、相談を受けたり、 したりな

して」いることは、子育てメイトの地域における「相談支援Jとしての「その他Jの活動 f地

域の中で交流j支援の活動として高く評価することができるであろう。

つ 子育てメイトの f関係機関等の連絡支般J

ここでは、 f子育てメイトの子育て支援の活動方法とその内容Jの課題設定の下に、 メイト

の f関{系機関等の連諮支援Jについて考察を試みて見ることにしたい。この子育てメイトの「関係機

関等の連絡支援j は、具体的には、「保護者等の子どもに対する接し方が不適切であったに、相手か

ら依頼されて関係機関に連絡した場合jなどを指している。子育てメイトのこの「関係機関等の連絡

は、f平成14年度子育てメイト活動マニュアルJによれば、 メイトの「基本的役割Jとして、

メイト f主に未就学先輩を持つ家践を対象として、 についての不安や悩みの話し相
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手になることj と共に「また、その相談内容によっては児童相談所、保健所、福祉事務所等関孫機関

につなげることJにあると次のよう けられている。

「子育てメイトは、主に未就学児童を持つ家庭を対象として、子育てについての不安や悩みの話し

相手になること、また、その相談内容によっては児童相談所、保健所、福祉事務所等関係機関につな

げることが基本的役割となりますJ(W子育てメイト活動マニュアル(平成15年3月)j) 

このように子育てメイトの「基本的役割」の一つである「関係機関等の連絡支援」についてはf子

メイト活動マニュアル〈平成11年2月ばには、子育てメイトが「相談活動をしていく中で、難

前町村、児童相

して、必要な

調査や指導を必要する場合は、地域の民生・児童委員、

談所、保提所、福祉事務所等へ連絡するようお願いします。また、民生委員などと

し

している。うこともあります」と教示

う持の「関係機関等Jとは、具体的には、メイトの「関係機関等の連絡支援」ととすれば、

市町村保健婦、児童相談所、保提所、福祉事務所などを指し地域の民生・

ている O そして子育てメイトが「関係機関等の連絡支援Jをする際の相談活動として、保護者の「そ

とは、「メイト自

メイトが「相談活動をし

う時の「相談内容J

し「相談活動Jとは、

場合Jを指している。何故なら、

の相談内容によってはJ或は f相談活動をしていく中で」と

身の経験等で対応国難と思われる問題J

ていく中で、難しい課題等、 メイトの

とめられている民生・活動条件として、「子育てメイトは、

なり調査権限や指導権限Jがないからである。 この子育てメイトの活動条件としての「関係機関等の

メについて『子育てメイト活動マニュアル(平成11年2月)Jlは、その「第 1

メイトの役割についてJの中で、子育てメイトと「関孫

の関連について、「その相談内容により、民生・児童委員、主任克童委員、児童相談所、保健所、

福祉事務所、市町村保提婦等連絡します」と、次のように子育てメイトに図示して教示し指導している。

r (4)メイト自身の経験等で対応困難と思われる問題は、相談者の了解を得て(虐待が疑われる事例

イト訪問支援事業について」の r3. 

その相談内答により、民生・にあってはこの間りではありませんλ

相談所、保健所、福社事務所、市町村保鍵婦等連絡します。

民生委員・児重委員

主任児童委員

町会長

市町村保健闘

l子どちの幸せ推進会議 l

‘構報提供

ヱJ

喬

て

i也

域

の

相談・連絡

一

談

務

一

一
相
所
事
一

福
留
)

相談・連絡静

メ

イ
幸浩1
6災相

般

家

庭
ト

この地域における子育てメイトの「関孫機関等の連絡支援」の活動の実際については、平成11(1999) 

した『子育てメイト活動マニュアル(平成11年2月)j]

，~""刊市計町村マキ予山吹，.，，~続得?だでき手県~と

メイトの「関{系機関等の連絡支援」について、次のように具体的に実践記録されてい
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る。弘前市の子育てメイト大梼セツ氏は、

動を、「少しづっ広がる輪に励まされてJと

メイトの「関孫機関等の連絡支竣j の子育て支援活

次のように報告している。

「私の住んで、いる町会は204世帯あり、未就学児童のいる家定は67世帯あります。民生委員さんの協

力を得て、一人で訪問しています。町会には、砂場、滑り台、ぶらんこなどがある遊匿地は2ヵ所あ

ります。暖かい季節には、親子が何組もおしゃべりしたり、子ども連を遊ばせているのをよく見かけ

ましたが、寒い季節には屋内の遊び場が欲しいというお母さん方の要望がありました。民生委員さん

、団地の集会場があるのだから、提子で集まって子ども連安思いっきり遊ばせてやればとい

うことで、重I会の役員会でお顕いしたところ、町会長さんはじめ、砲の役員の方にも賛成して

き、昨年の 9月から第3月曜日に集会安開いています。活動費の援劫もいただき、子ども

折り紙代

さん

ラ脚

、開-

イト

し

ています。若いお母さんより離乳食のことが知りたいと要望があり、 10月

しました。J(W二子育てメイト活動マニュアル(平成11年2月)j) 
メイト大柳セツ氏の活動報告は、「寒い季節には屋内の遊び場が欲しいというお母さん

に応えるために、「民生委員さん」と「町会長さんJの協力を得ることによって、

「親子で集まって子ども連を思いっきり遊ばせJる居場所として、②そして子育てメ

f集会Jや f探提揺さんにお話(離乳会のこと)をお願いJするなど「研修Jの場と

には f活動費の援場もし きム子育てメイトの f関f系機関等の連絡支援」がどんなに

るかを教示している。この子育てメイトの f関孫機関等の連結支援j の活動の実際とその重

、て、青森県指上町の子育てメイト斎藤由記氏は、 f自然な交流をめざしてj の中で、 f私の

無理せず、ともに悩みを共有できる仲間として、 1つ1っともに克服し、必要で、あるならば

との連携を図り、一人の子どもと一人の母親の役に立ちたくて、その後のケアにもお手伝い

できるよう努めていきたいと思いますj と述べ、青森市北赤坂町会長で地区社協会長でもある杉山敏

f町会長としての協力Jの中で、子育てメイトの「関係機関等の連絡支援Jについて、子育

てメイトが子育て支援;こ戸惑うことがないように、 f地区社協会長の立場からも、我が地区だけは子

メイトの方達の尊い労作業を支援しなければならないと考え、地区児童・民生委員、主任見童委

メイトの合同懇話会を開き、地区社協は子育てメイトの活動に全面支援を約束したj と、

のように報告している。

団地連合会10町会に11名の子育てメイトが任命され、当町会にも 2名が住命された。正宣言っ

て、当初は地域の民生・児童委員、主任児童委員のように統一された組織のもとで活動することなく、

うことが多かったようだ。町会でもその支援には消極的な点か見受けられた。このままでは子育

てメイトの目的が達成されないと感じていた私は、地区社協会長の立場からも、我が地区だけは子育

てメイトの方達の尊い労作業を支援しなければならないと考え、地区克童・民生委員、主任児童委員、

メイトの合同懇話会者開き、地区社協は子育てメイトの活動に全面支援を約束した。J(W子育
てメイト活動マニュアル(平成11年2月)j) 

この青森市立赤坂町会長翁地区社協会長杉山敏夫氏 f町会長としての協力j は、杉山教

の「地区社協は子育てメイトの活動に全面支援を約束した」と言う極めて頼もしい言葉が示唆し

ているように、子育てメイトの「関係機関等の連絡支援j が効果的に機能するためには、町会長・地

区社協会長の協力が欠かせないことを教えている。そして、弘前市健康福祉部児童家庭課は、「弘前

における地域の子膏て支援j の中で、子育てメイトが「全地域で子育てメイトが孤立することがな
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く活動ができるようJになるためには、「子育てメイト・民生委員(特に主任児童委員)を核に地域

の子育て支援ネットワークづくりを進め」ることが必要不可欠であると、福祉行政の立場から次のよ

うに報告している。

「弘前市では、平成9年3月、弘前市児童育成計画~ひろさきワラハンド未来21""を作成し、子育

ての支援策の充実を図るうえで、地域社会の養育力や教育力の重要性をうたっています。地域での子

育て支援の具体策を計画するなかで、子育てメイトの訪問支援事業もその1っと位置付け、県の設置

要綱を暗まえながら、子育てメイト・ (特に主任児童委員〉を核に地域の子育て支援ネット

ワークづくりを進めています。平成9年度は、主に、子育てメイト設置の関知とその役割を子育てメ

イトや地区の民生委員・町会役員等に説明、顔合わせを兼ねた研修会で事業の理解と協力を促す活動

を行いました。平成10年度からは、23地区民生委員協議会毎に子育てメイトの連絡員を配置 (39名)、

定例会議を年3回開擢、関係機関も同席して、情報交換や話題提供、事業の運営や活動支援などの検

討を行っています。関係機関の参加も主佐児童委員、保鍵婦、民生委員の児童福祉専門委員会と回を

重ねるごとに増えています。また、昨年震から年1困、民生委員の児童福祉専門部会と子育てメイト

の合同研修会を開催、地区民生委員連絡協議会の定例会議〈待月開催〉にも、毎回子脊てメイトや子

育て支援に関する情報を提供、関孫機関への理解と協力をお願いしています。J(W子育てメイト活動

マニュアル(平成11年2月)~) 

弘前市健康福祉部児童家麿課は、子育てメイトが「全地域で子育てメイトが孤立することがなく活

動ができるよう j になるためには、仁子育てメイト・民生委員(特に主任児童委員)を核に地域の子

育て支援ネットワークづくりを進めj ることによって初めて、「各地域にあった支援を行い、社会参

加型の地域に根付いた活動をめさすJことが可能で、あると考えているのである。なお弘前市鍵療福祉

部児童家庭諜は、子育てメイトの「関係機関等の連絡支援Jιついては、子育てメイトの rpR用チラシJ

において「子育ての不安や悩みを地域の子育てメイトがサポートしますJので、「子育てメイトへの

連絡は、お住まいの地域の主荏児童委員の方が取り次ぎを致しますJとPRを行っている。

更に青森県平内町の本堂版子氏は、子育てメイトの活動報告の中で、子育てメイトの「関係機関等

の連絡支譲Jの活動の事例として「支援センター、及び母子保健の健康診査の手伝いJについて、次

のように報告している。

「私達の活動は、年2巨!の会合を持ち、各地域での情報交換や支援センタ一、及び母子保健の健康

診査の手信いをしています。..・・・・・ z・次に、支援センターでの手伝いでは、月毎に送られてくる支援セ

ンターだよりを見て、行事のある時はお手伝いに伺って、良いか連絡を取って手伝いに行っています。

利用者も少なく、手伝ってもらう段どでもないのですが、遊びがてらにどうぞ、という職員の言葉に

気軽に出掛けています。支援センターでは、学童保育、頭り保育、親子保育体験、電話相談などが行

われています。また、母子保健、鍵康診査の手伝いですが、町内全ての乳幼児が対象なので、自分の

担当地区以外の親子との触れ合いができます。乳児健歳診査は、町立病院で行われます。提診に一緒

に連れてきたお兄ちゃんやお姉ちゃんを健診している問、遊んであげたり、スムーズに行われるよう

に本ちゃんの着脱を手伝ったり、保健師さんのお話が終わるまで、赤ちゃんを抱っこしたりして、安

心して相談できるよう配慶しています。幼児健診は、集まる子どもが多いので、青少年ホームで行わ

れます。子ども達の衣服の着脱や身体、身長、体重の測定を手伝っています。また、待ち時間を利用

して、絵本やブロック等で遊んであげています。J(W平成18年度 青森県子育てメイト 研修会活動
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事例報告集~)

う「支援センターJは、東和保育園に詳設され、子育てサークルの青成・支援をている

内町地域子育て支援センターである。この地域子育て支援センターや母子保縫の健蔑診査〈乳児・幼

児健診)などにおける子育てメイトの「手伝いj は、子育てメイトが本当に f地域社会にとって大き

な支えとなっていることJを示していよう。

このように子育てメイトの「関係機関等の連絡支援Jは、青森県健康福社部児童家庭課長音喜多誠

りれば、 r~相談、支援J という、人が人に関わることには、相手の応答により十人十色

の対応が必要となり、どんな場合も大変な仕事であるj ので、「子育てメイトが円滑かつ効果的に活

動できるようJ汀平成問年度子育てメイト活動マニュアノけはじめに)になるために必要不可欠な相

談支援活動となっているのである。

3 子育てメイトの「その他Jの「活動や支援のあり方J

この子育てメイトの「その他j の「活動や支援のあり方j については、「児童虐待が疑われるよう

な場合jや f住民のプライバシー保護j など問題が考えられるが、ここでは、特に深刻な問題である

r児童虐待が疑われるような場合Jを耳元上げ、 f住民のフ。ライパシー保護」は、紙幅の関係から開題の

指摘をするだけに留めたい。

近年、「子どもに対する虐待の問題が顕在化Jしてきている。「子育てに不安や悩みを抱えたまま、

身近に相談する相手もなく、子育てに過大な負担感を感じている家庭が増えてきてム f子どもに不適

な対;;tをしてしまJうからであろう。それ故に、この深刻な児童虐待の問題は、「子育てメイトと

して青議県の子どもたちの縫やかな成長のためにjは、決して避けて通れる問題ではないのである。

この地域における子育てメイトの「児童虐待が疑われるような場合jの活動の実際については、『手

成10年度子育てメイト活動マニュアル(平成11年2月・青森県能康福社部児童家庭課リの中で、子

メイトの「児童虐待が疑われるような場合jの「関孫機関等の連絡支援」について、次のように

具体的に実践記録されている。青森県階上町の子青てメイト斎藤由記氏は、「自然な交流をめざしてj

の中で、子育てメイトの「児童虐待が疑われるような場合Jの子育て支媛活動を、次のように報告し

ている。

して虐待というのは、特別なことでなく、いつでも誰にでも起こりえ得るということを、地域

のみんなが知らなければいけないし、子青ては、親を含めた地域みんなの協力が大切であるというこ

とを。いろいろな話の中の 1っとして、 f言待と撲の区別など普段井戸端会議の中で話題にしたりしま

メイトだけでなく、地域みんなで互いにいい詩も悪い時も、それぞれがオープンに何でも話をす

ることができ、部立しない、また、孤立させないよう努力することも。私岳身、学校や地域の行事に

に参加をし、できるだけ多くの方々と交流を留りながらお勉強をさせていただいております。J

メイト活動マニュアル(平成11年2月)~) 

この子育てメイト斎藤由記氏の児童虐待に関する活動は、児童虐待は決して「特別なことでなく、

いつでも誰にでも起こりえ得るJことを、「地域のみんなが知らなければいけないしム「虐待と殺の

足別などJ、子育てメイトが f相談活動をしていく中で、難しい課題等jの幅の広い守子育て支援の取

り組みについて今求められていることを示している。

従って、子育てメイトの「その能jの韻域における「活動や支援のあり方j としての、「住民のブ
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ライパシー保護」の問題を合めて、今こそ、子育てメイトは、特に「児童虐待が疑われるような場合j

のように、青森県健康福祉部こどもみらい課長佐藤靖子氏の言葉を借りれば、子育てメイトの

と創意工夫により、当初の家患訪問から子育ての広場づくり等その幅が広がってきておりJ、「それぞ

れの地域の状況に芯じた子育て支援の新たな取り組み会更に展開して(佐藤庸子氏)Jいけるように、

そして信頼される子育てメイトiこなるためにも、地域の子育て支援活動における資質の向上を求めら

れているのである。

W 子育てメイトの子育て支援の活動の実際

平成18(2006)年9月8日付の!遺棄新報は、子育てメイトの中弘南黒ブロック研修会が弘前市総合

ンターにおいて開揺され、子育てメイトの活動報告を通して「日ごろの活動を見詰め宣したJ

ことを、次のように報じている。

「県子育てメイト研修会が四日、弘前市末広四丁目の弘前市総合学習センターで聞かれ、 中弘南黒

口ックから参加した子育てメイト五十一人が研{彦会や活動報告を通じて日ごろの活動を昆詰め宜し

研移会は県弘前児童相談所が主催。子育てメイトが一九九七年にできたのと同時に県内六ブロッ

クごとに毎年イ司開かれている。この日は袈・ a・..・ z・三村知事も出席し、子育てメイトの中道幸子さん(弘

前市)、丹羽英子さん(黒石市)がベビーサークル、講演会などでの託児所設置、子育て情報誌の作

製など普段の活動を報告をした。三村知事は?子育てメイトは、地域社会にとって大きな支えとなゥ

ていることを感じたJlと激励した。J(平成18(2006)年9月8日付睦実新報)

この中弘南黒ブロックの子育てメイト研修会において、「ベビーサークル(中道幸子さん〉、

などでの託児所設置(丹羽英子さん〉、子育て情報誌の作製(中道幸子さん〉など普段の活動を報告

した」弘前車の子育てメイト「中道幸子さんjと黒石市の子育てメイト「丹羽英子さん」は、この「平

メイト研{彦会(平成18年9丹4日〔水〕・弘前総合学習センター)Jにおいて、

「事例発表Jを行なった「弘前市子育てメイト連絡協議会長中道幸子氏j と「黒在市子育てメイト

絡協議会長丹羽英子氏」の両氏である。中道幸子と丹羽英子両氏の子育てメイトの活動報告の内容に

ついて陸奥新報は、「ベピーサークル、講演会などでの託見所設置、子育て情報誌の作製など普段の

活動を報告をしたJと要点のみを報じているが、幸いなことにこの中道幸子と丹現英子両氏の事例発

表の詳細については、「平成18年鹿 青森県子育てメイト 研修会活動事例報告集j に「弘前首7・中

さんJ'r黒石市，丹羽英子さんj の事例発表として収録されているので、そこでここでは、 rmJ

の「子育てメイトの子育て支接の活動方法とその内容Jにおいて、一部、関連的に考察を試みている

メイトの子育て支援の活動の実擦と重複をしないように、これら中道幸子と丹羽英子両氏

例発表を中心にして、子育てメイトの子育て支援の活動の実際を紹介することにしたい。

「弘前市・中道幸子さん

弘前市のメイトは116名、290人から半分以下になったものの、最近になって少しずつ増えています。

弘前市では、小学校の学区に沿って、それぞれの地域性を活かして活動しています。主な活動五〕

介しますと、大成小学校区では、ふれ島い広場を通じての親子との交流、栄養士の講話や保健師と協

力しての育児相談などを実施しています。北小学校区では、親子交流会での親子体操、ミー

どを実施しています。和徳南小学校区で、は、ふれあいサークルひまわりでの活動、子育て情報誌の発
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刊などを実施しています。藤代小学校区では、青りんご・紅りんごベピーサークルのサークル活動を

実施しています。これらの活動の他に、弘吉江市の特色としては、月に一度各地区で児童館を開放し、

メイトが交流したり、母親同土で仲間づくりをしてもらう場にしています。今まで10年間にわたり活

してきて、その活動は地域に替着したものになってきています。 10年間の活動で、各メイトの年齢

くなっているものも事実であり、今後若い年齢層のメイトをいかに藷保し、機動力に結びつけ

ていくかという点が課題だと思っています。Jσ手成18年度青森県子膏てメイト 研修会活動事例報
告集J)

弘前市子育てメイト連絡協議会長中道幸子氏は、弘前市の「小学校の学区に沿って、それぞれの地

域性を活かした」子育てメイトの子背て支援の活動の実際について、大成小学校区のふれあい広場の

活用、北小学校区の親子交流会、和語南小学校区と藤代小学校区のサークル活動、そして「月

各地区で児童館Jの活用など、子育てメイトの10年閣の活欝を事例発表して、「その活動は地域

したものになってきていJると報告している。

メイトの「ふれあい広場」の活用と活動については、青森市の子育てメイト斎藤麗子氏が「東

部地区のほかの方達は、...定期的ではないんですが、メイト広場を開いたりして活動してい」る、そ

して同じ青森市の子育てメイト林洋子氏は、 f大野地区で関濯している子育て広場Jについて、

て広場は年4回、未就学児童を対象iこして、大野市民センターを会場に、今年度は6月、 9JJ、12月、

3月に計画し、実行しております。Jと、次のように事例発表をしている。

f大野地l乏で開擢している子育て広場について報告いたします。子育て広場は年4回、未就学児童を

対象にして、大野市民センタ…を会場に、今年度は6月、 9月、 12月、 3月に計画し、実行しており

ます。開催するにあたって、どのようなブ口グラムにするかメイトで椙談し、決定しています。メイ

トがボランチィアになってから、大野地区だけでなく、もっと輪を広げたいと思い、他の地区のメイ

トにも呼びかけたところ、沢山集ってくださいました。日時やプログラムが決まったら、子育て広場

のチラシ、このチラシです。いつも変わらないヒヨコの絵です。子育て広場のチラシを各メイトが知

ち合いやご近所の方に配布したり、電話で呼び掛けたりしております。広場の参加者が1番多かった

時は、親子で70名以上の時もありました。子育て広場は、30分くらいメイトで遊ぽうで自由遊び。ちょっ

とお母さんから離れられないお子さんもいますが、経験豊富なメイトですので、あやし方、遊び方は

お手のものです。その後、絵本や紙芝居の読み開かせ、おやつタイムで一息ついて、親子での手狩り

リトミックで遊んでいます。 12月には、クリスマスを計岡しております。昨年のクヲスマス

のおやつタイムに、サンタさんがプレゼントを持って登場した時、子ども連が大はしゃぎでした。

ンタさんの衣裳は予算がありませんので、格安な所を見付けました。 3月;土、もうすぐ春ということ

を念頭におきながら、おひな様在中心にした計画を立てております。J(r平成18年麦青森県子背てメ

イト 研務会活動事関報告集J)

して、同じく青森市の子育てメイト佐久器京子・高田万里子・出崎真理・宮川春子・三上真紀子

の5氏は、「西部地区の子育てメイトは、年に4回、 3月、 8月、 9月、 11月と、三内児童館において、

子育てメイト広場を開催いたしております。・・・・・・・・・その中のーぎ!5をご紹介させていただきます。腹ぺ

江宵昭一手勺¥腹ベコ青虫。エリック・カール作、森下氏訳。おや、葉っぱの上に小さな卵。お月

空から見て言いました。お日様が昇って、温かい日曜日の朝です。ポンと卵からちつ

まれましたc 青虫は、お援がペコペコ O 青虫は、食べる物を探し始めました。〈歌と絵本の読み間か
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をしてくださいました。)と「その中の一部をj 活動報告している。また、

メイト金津和子氏は、五戸町子育てメイトの「子育て支援ルーム」の活動内容を、次のように

報告している O

r.. .成13年度から 中の親子が楽しめ、気分転換と友達作りの場会提供することを目

的として F子育て支援ルームJを開設いたしました。その中で春の親子クラブ『ひなまつり会』、

の親子クラブ『たなばたまつりよ冬の親子クラブ fクリスマス会Jの大きな行事を計画し、それを

に移しました。もうすぐ20回を述えることとなちます。はじめはどうなることやらと心記してお

りましたが、思いの外たくさんの親子が集まり、喜んで下さっております。手探り状懇で始めた親子

クラブも回を重ねるごとに中味も充実してきているように感じます。?楽しかった01~次回楽しみに
しています。ふ『おかげで外にでられるよう iこなった。~というお母さんの声、あるときは『こんにち

は、複活しました。私のこと覚えていますか?Jlと次のお子さんを連れてうれしそうに集まりに来て

くださったかたもあり、かえって、こちらの方が幸せをいただいているなと感じさせられております。

(~平成18年度青森県子育てメイト 研修会活動事例報告集~)

更に、青森県三沢市の子育てメイトJII村和子氏は、「これはアメリ力、日本、フランスの子ども

の集まりJである「マルチリンガルの広場Jの活動の目的と様子について、次のように報告している。

「それと、『マルチリンガノレの広場Jというものを開設いたしました。これはアメリカ、日本、フラ

ンスの子ども達の集まりです。メイトは子どもと遊んであげているので、お母さん達もとても楽な気

持ちで、打ち解けていました。そのときに、お茶会をしました。これは日本の伝統のものをなるべく

沢山の子ども達に教えましようということが目的だったのですけれども。本当にお部星に入るマナー

から全部やらせたんですね。いつもだったらすごい腕白な子ども連も、きちんと正座して、行議良く

作法を学んでくれました。J仔平成18年度青森県子育てメイト 研修会活動事前報告集Jl)

この三沢市の子育てメイトJI!村和子氏の活動報告は、 1つには、子育てメイトが「アメリカ、日本、

フランスの「子どもと遊んであげているので」、「お母さん連もとても楽な気持ちで、打ち解けてい」

ること、ごつには、「お茶会Jを開いて、日本の伝統を外国のお母さん方と一轄に、「沢山の子ども

に教えj たところ、「いつもだったらすごい腕白な子ども達も、きちんと正座して、行議長く作法を

くれた」こと、など子育てメイトの国際化時代の子育て支援の在り方を示していて興味が深い。

して中道幸子氏が子育てメイトの活動事例の 1っとして挙げている「地域に密着したJ10年間の

fサークル活動j と弘前市・青森市・八戸市・つがる市・野辺地町・黒石市などの「児童館(福祉館・

公民館)の活用の実際についてほ、「平成18年度青森県子育てメイト 研修会活動事例報告集j に、

次のように事例発表されている。

r (弘首市)藤代小校区で、は、青りんご・紅りんごベピーサークルのサークル活動を実施しています。」

(弘前市・中道幸子さん〉

r (青森市)第2月曜日にほろがけ福祉館で、 10詩から12時までお母さんと赤ちゃんを集めて遊ばせ

ているという、そういう会を開催しています。最初のうちは、 3か月くらいでしたか、誰も来てくれ

なくて、これはやっぱり宣伝が足りなかったのかなと思って、ポスターを作ったちして一杯貼って、

そしたら 2入とか3人とか集まってくれました。 1年日のうちは本当に、 5入くらい来るのが良いと

ころで、これで良いのかと思いましたが、段々経っていくうちに、町内会の会長さんから、予算を組

んでいただきまして、毎月おやつ代にしてくださいということで、 3，000丹ずつ出してくださること
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になりました。そんなに集らない時はお菓子も掛からないので、少しずつ貯まったので、おもちゃと

か、遊び用具とか、紙芝居とか、本とか、そいいうものを買わせていただいて、少しずつそういうも

えていったと同時に、やっぱり子ども連も来ても何も遊ぶ物がないよりは、やっぱり何か遊ぶ

ものがある。そして、倉内さんが紙芝居を告りてきて読んでくれる。それから、本を読んで、あげたり

とか。そうしているうちに段々集まりまして、今は20人くらい、

なりました。J(青森市・斎藤関子さん〉

1回なんですが来てくるように

円青森市)また、大野地区には、安田

心にカンガル一広場を開催しております。」

りますので、月 2回児童館で安田のメイトを中

.林洋子さん)

「弘前市の特色としては、月に一度各地区で児童館を開放し、メイトが交流したり、母親同士で仲

くりをしてもらう場にしています。J(弘前市・中道幸子さん)

r(八戸市)年毘の(柏崎すくすくサロン)サ口ンの開催回数は10回です。柏崎公民館を会場に、

月第4月曜日の10時から12詩ま しています。参加者は、平成17年度は、親子で455名、平成18

年震は336名の参加がるりました。日器やプログラムについては、メイトを『企岡担当~ ~おやつ担当J

に分け、ローチーションで役割を分担しております。スケジュールは、自由遊び、保提姉さんのお話、

絵本の読み関かせ、その日のテーマ、おやつ、フリートーク(需報交換、背克椙談等)となっており

ます。その日のテーマは、月期jに決まっており、例えば、 4月は色紙記鯉のぼりと兜をつくろう、 9

月はお月見、 11月はクヲスマス、 2月は雛祭りなどとなっております。J(八戸市議中屋敷幸子さん)

「つがる市では、児童館を利用した子育て支援センター事業に協力しています。内容は、身近な食

材で、おやつを作って試食し、食育への関心を深めていただく『おやつ作りJや読み聞かせを通し

子でいろいろな絵本にふれながら、絵本に親しんでいただくための『絵本の読み聞かせ会Jや、

についての悩みや相談をお受けする f育児相談』などを行っています。J(つがる市・伊藤ヒヂさん〉

r (野辺地町)来年度からは、重丁の公民館で実施している子育て支援のボランチイア活動とかサ口ン

に活動を移していきたいと考えております。J(野辺地町議笹森敦子さん)

これらの子育てメイトにおける子育て支援の活動の在り方について、弘前市の中道幸子氏が強

謡する、弘前車における子育てメイトの子育て支援の「地域に密着した」活動の重要性と共に丹羽英

は、「地域に定着」した子育てメイトにおける子育て支援の活動の実際について、次のように報

している O

-丹羽英子さん

黒石市の子育てメイトは98名から現在45名に減少しましたが、残っているメイトさんは皆士気も高

く、心強く思っています。黒石市のメイトの活動は、年間必呂くらい活動しています。その主な活動

をご紹介いたします。こみせ通りで「メイトの広場」を、通称『こみせでメイト』と言っておりますが、

私たちメイトが主権して行っております。動物全型どったペンシルバルーンをプレゼ、ントしたりして、

親子間の交涜を図っています。 mや社会福桂協議会主催の行事に参加し、託児所を開設したり、学校
日に託児所を開設しています。学校の参観日の託児所は、保護者が先生と面談している間に、メ

イトが子どもを預かっています。毎田20入ほどの利用があります。母親からは、子育てに関するちょっ

とした思痴や、子どものことで、心配に思っていることなど、告然な形でメイトと話をしています。メ

イトとしては、母親の気持ちも楽になった諒子が感じられ、メイト自身も開き上手になれたような感

じそ受けています。メイトの活動は地域に定着しており、メイトもやる気満々ですので、今後とも市
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と連携してこれまでどおりの活動を続けていくこととしています。J(~平成18年度青森県子育てメイ

ト 研修会活動事例報告集J])

ここに明らかなように、丹羽英子丘は、黒石市における「年間40届くらいJの子育てメイトの子育

て支援の活動の実際について、「メイトの広場J(通称『こみせでメイト~)の主催、黒石市や学校な

どの行事の関権日における託克所の開設など、黒石市の子育てメイト45名の子育て支援活動の実際を

して、「メイトの活動は地域に定者しており、一-今後とも市と連携してこれまでどおりの活

動を続けていj きたいと報告している。弘前市の子育てメイト中道幸子氏も報告している「それぞれ

の地域性を活かしたj親子交流会については、丹現英子氏は、「メイトの広場J(通称『こみせでメイ

ト~)において、「私たちメイトが主権して、‘一・・・動物を型どったペンシノレバルーンをプレゼントした

りして、親子間の交流を囲っていj る。この子育てメイトが主催する親子交流会については、『平成

18年度青森県子育てメイト 研修会活動事例報告集Jには、次のような活動事例が示されている。

f子育て広場は、・・.......その後、絵本や紙芝居の読み聞かせ、おやつタイムで息ついて、親子で

の手作り教室や、ヲトミックで遊んでいます。J(青森市・林洋子さん)

f北小学校区では、親子交流会での親子体棟、ミニ運動会などを実施しています。J(弘前市・

さん)

1 (W子育て支援ルーム~)その中で春の親子クラブ fひなまつり会J、夏の親子クラブ『たなばたま

つりよ冬の親子クラブ?クリスマス会Jの大きな行事を計画し、それ

ぐ20回を追えることとなります。J(五戸町・金津和子さん)

に移しました。もうす

1 (五所川原市〉金本地区の活動は、・・・‘一親子ふれあいの日への参加や、メイト同士で情報交換会な

どを行っております。J(五所川原市・吉川亮子さん)

「その事業(ブックスタート事業)と詳行して、親子クッキングも始めました。参加された親子か

らは『楽しかったJとか、『おいしかった』とか、『野菜ぎらいが治るJlとか、そういう感想が得られ

ました。J(野辺地町・笹森敦子さん)

このように、 メイトの fそれぞれの地域性を活かし 親子交流会においては、親子での手

『たなばたまつり』、冬の rクワス仲り教室、リトミック、親子クラブ(春の fひなまつり会』、

マス会~)、親子クッキングなど、様々な子育て支援活動が行われている。

そして、中道辛子氏は、子育てメイトの現状と課題について、 110年間の活動で、各メイトの年齢

層が高くなっているものも り、今後若い年齢屠のメイトをいかに確保し、機動力に結びつけ

ていくかという点が課題だと思っています」と指摘している。そして中道事子・丹寝英子の両氏が一

様に指摘しているように、「身近な子育-てサボータ-J としての子育てメイトの減少、即ち f弘前市

のメイトは116名、290入から半分以下になJりJ黒石市鳥の子育てメイトは98名から現在45名に減少し」

ていることも、「地域で信頼される子育てメイトとして、より一層の積極的な活動(音喜多誠氏)J 

展開寸るためには、今後の大きな課題となっているのである。子育てメイトの減少が今後の重要な課

題となっていることは、

減少や、活動費の問題等があj ると

市の子育てメイト川村和子氏は、

市の子育てメイト伊藤ヒサ氏が「今後の課題として、メイトの

していることからも容易に知れるであろう G

メイトの今後の課題として、「本当に問題なのは、まだま

地域の中で孤立している親子とか、それから地域の中にとけ込んでいけない親子jの子育て支援であ

ると、次のようにt者?商している。
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九、ろんな活動を通しながら、思うことは、サークル活動とかちびっ子広場に集ってこれる

ていうのは、本当に開題がなくて、本当に問題なのは、まだまだ地域の中で孤立している親子とか、

それから地域の中にとけ込んでいけない親子が沢山いるんじゃないかなと。これからもメイトとして

って頑張っていきたいと思います。(~平成18年定斉森県子育てメイト 研修会活動事例

報告集心

更に青森市の子育てメイト は、「会場Jと共に「活動の日時の確保Jも「やっぱり

として考えてみないといけないj と次のように注意を促している。

と、そのくらいの活動なんですが、何か続けていければいいなとは思っております。ほかの

東部地区の方でメイトをやっている方達は、やっぱり会場を藷保するのが難しいらしいんです。何人

も集まるといったら、そういう福祉館とか、そういう所在語りなければいけないわけです。そういう

相当予定が詰まっておりまして、スケジューんが一林で、空いている所を借りるだけでも

をするらしく、そこに再じ日に決まっていれば集まって来れるんでしょうけど、毎回躍E

が違ったりすると、来るお母さん方も赤ちゃん達も大変なわけです。だから、そういう所の確保とい

うものも、 り課題として考えてみないといけないのではないかと患っております。」ぜ平成18

メイト 諒修会活動事関報告集~)

V 青森県子育てメイトから弘前市子育て支援員の活動ヘ

このように少子化が進む中で、地域の親の手助けをしてきた子育てメイトは、 1997(平成9)年8

月に青森県が県内各地に配置された3000名の子育てメイトを「非常勤職員に泣置付け、年間八千円の

活動報酬を出していたJ(i束奥日報 2006(平成18)年〉財政支援を2007(平成18)年境から廃止す

ることによって、問え、青森県が子育てメイトの「財政補助は廃止するが(地域のメイトの)

るJと強調したとしても、若い母親の育児相談に乗る子育てメイトは、事実上、廃止されるので

る。この青森県による青森県子育てメイトの財政支援の廃止の事自についてほ、 I(青森)県はO五

年度、 f児童福祉法改正で子育て支援の主体が市町村に移行した』として活動報酬をゼ口とし身分

もボランティアに見直しj たこと、しかも子育てメイトの「人数は半分以上減り、現在は七町村では

いなし日ことなど、二つの理由を挙げている。そして膏森県こどもみらい課は、青森県子育てメイト

の「財政補助は廃止するが(地域のメイトの)支援は続けるJ.1地域のメイト」の支援理由について、

子育てメイトの「支援に積極的な市町村もあり、今(二七〈平成十八)年〉も三十三市町村の約

千人が登録j していること、子育てメイトの 10五年度の活動は集会所や鍵診での母親との交流など

五万二千四十件に上ったj ことの二つをあげている。しかしながら、この「地域のメイトj としての

自の子育てメイトは、児童福社法の改正で「子育て支援の主体が市町村に移行jされたこと、

そして子育てメイトの「身分もボランティアに見寵しj たことなどが大きな事曲となって、

地域全体で子育てを支援する青森県の「身近な子育てサボータ-J として大きく期待されながらも、

メイトは、地域社会にとって大きな支えとなっている(三村知事)Jにもかかわらず、極めて

ことであるが廃止されることになるので、ある。そして、平成19(1997)年、この青「各地域で

子青て家庭などを支援してきた『青森県子育てメイトJの制度が今年変改正され、(子育て)メイト

の認定・登録がなくなったのを機にj、「子育て支援の主体が市町村に移行Jされ引き継がれること
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なる。そこで、ここでは、 i子育て支援の主体が市町村に移行j されたことに伴い、市町村が f子育

て支援の主件Jとして「今後も子育てに関する支援活動を継続するためj に創設した事例として、

森県弘前市独自の子育て支援員制度について見てみることにしたい。

青森県弘前市においては、青森県子育てメイトの子育て支援を引き継いで、 r(弘前〉市では今後も

子育てに関する支援活動を継続するため、子育て支援員という名称で新たに認定・登録J(r広報ひろ

さき 平成19年8月1日号J) を始め、 r(弘前)市では今年6月、各地域の子育て家庭などを支援す

るため、『弘前市子育て支援員jJを90人認定」している。青森県弘前市では、「現在(平成19年8月1

臼)23地区に90人の子育て支援員がボランティアとして活曜し、それぞれの地区で、気軽に相談でき

るフレンドリ…な相手として子育て支援をしてい」る G そして 次のような活動を

行ってい」る。

「・ 子育てに関する不安や'踏みの相談

. 公民館などを利用し、子育て家庭の親子と遊んだり、コミュニケーションを国る

・ 他の機関と連携した子育て支援の基盤づくりJ(r広報ひろさき 平成田年8月1日

f・ に未就学児童のいる家庭を中心に、家庭訪問などを通して、子育てについての不安や悩み

について、話し相手になったり、子育てに関する情報を提供をします。J(弘前市による子育て支

援情報)

これらの子育て支援員の活動を積極的に推進するために、青森県弘前市は、「平成20年3月 弘前市

次世代育成支援行動計画Jの「第四章 施策の展開Jの中で、子育て支援員への活動支援をJ今後は、

家庭児童相談をはじめ関孫機関等が実施する各種相談業務の充実を図るとともに、子育て支援員の活

動支援及び地誠子育て支援センターの機能充実に努めJると共に、「また、子育て支援に関する情報

が必要なときに、気軽に手に入れることができるよう、その提供の方法について、研究・検討すると

ともに、子育て支援員・主住児童委員をはじめ、地誠住民のボランチイア等の活用とそのネットワー

ク化を検討します」と策定して、次のように、 f具体的施策j と「内容j の施策を展開している。

「基本目標 1 地域における子育て支援 I 家患での保育を対象とした子育て支援具体的施策

具体的施策 l 内 容 | 担当課
子育て支援員への| 子育ての不安や悩みを身近なところで軽減できるよう、子育て|児童家底課

活動支援 iに関する相談及び支援活動等を行う「子育て支援員Jを認定・登

の広場の開設

録し、その活動を支援しますο

また、民生委員・

町会連合会等関係機関の理を得、 しや

すい環境をつくるため、積極的な情報提供します。

家庭で子育てに当たる保護者の負担を軽減するため、 -克 i児童家庭課
ンターを就学児章が利用していない午前の時間帯に開放し、

親子のふれあいや子育てをする親同士の交流の場を提供します。

児童館・児童センターの児童原生員専は、地域の子育て支援員

の協力を得て、棟護者の主格的な交流を支援しながら、必要に応

じて情報提供や相談に応じます。

yなお、「基本目標 7 要保護児童への対応などきめ細かな取り組みの推進j における r1 

!虐待防止対策の充実jのほ 相談活動等の充実Jの中に「具体的賂策j として挙げられていの「子
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-児童センターにおける親子の広場の開設」の「内容j は、上

地域における子育て支援 I 家庭での保育を対象とした子育て支援」の内容

と同様である。更に弘前市は、平成20年1月の「弘前市総合計画一自然と共に生きる豊かな産業・文

化都市一」の「政策2 人とふれあい、人が輝く健康のまちづくり j の中の基本事業「子育て相談の

として「子育て支援員の設置事務Jを策定している。この地域の子育てを支援する子育て支援

の認定・登録資格は、「子育ての経験があり、地域の子どもたちの健全育成に熱意のある人J( 

報ひろさきJ) となっている。このように-青森県弘前市の地域の子育てを支援する弘前市十台士支援

員制度が、青森県子育てメイトの子育て支援を引き継いで子育てに関する支援活動を推進しているこ

とは明白であろう。弘前車子育て支援員は、青森県子育てメイトの継続して子育て支援の基盤をつく

育て支援員への活動支援j と

1 記の「基本目標

り地域社会にとって大きな支えとなっているのである。

メイトり活動~子育て支援を中心に '"'-"Jの「まとめ」記代えて、「平この f地域における最後

研f彦会活動事例報告集Jから、青惑県独阜の子育て支援制変として、メイト成18年度

メイトの子育て支援活動の意義と成果について述べた

葉を、多少重複する部分もあるが、ここに紹介して「終わ号Jにしたい。

「私達メイトの活動は、地味ですぐ結果が出るようなものではありませんが、少乙台、も信諾金ふま

元気な明るい子どもが育つように、そして、お母さん遠の子育ての悩み、不安を幾らふさも解岳会き

るように協力していきたいと思って頑張っております。J(青森市・林洋子さん)

との諮れ合い、サボーター同士との触れ合いを通し、自分を向上させ、活力をい

えることの楽しさ、お喋りすることの有意義さをモットーとして、これからも誌のぼのとし

る子育てメイトの約十年強

だいてい

年AU
 --

・す・まvν .て・き・て

)
・
つ

ん
・
な

さ
e

に・の・も・た・し

いと思っております。J(平内町・

その活動は地域

ます。

た関係を大切に頑張っていき

「今まで10年間にわたり活動してき

関の活動で、各メイトの年齢層が高くなっているのも事実であり、今後若い年齢層のメイトをいかに

確保し、機動力に結びつけていくかという点が課題だと思っています。J(弘前市・中道幸子さん)

「メイトの活動は地域に定著しておち、メイトもやる気満々ですので、今後とも市会連携Lーととふ
までどおちの活動を続けていくこととしています。J(黒石甫・丹羽英子さん)

f私たち五戸町子育てメイトのモットーは、自分の出来る時、出来る事を、できる分ゐ示、タシ十Jナ:
して自分自身が楽しもう、ということで、本当に気持ちよく活動させていただいております。今後

もそのモットーを大切に活動を続けていけることを顕っております。J(五戸町・金課和子さん)

「今後とも今の状態をできるだけ継続できるよう、私たちメイトも気張らずお母さん方と来乙ふな

がら子育て支援を続けていきたいと思っております。J(五所川原市・古川亮子さん)

市が実施している f家産教育支援総合推進事業Jに応援スタッブとして協力しています。

今後の課題として、メイトの減少や、活動費の問題等がありますが、これまでの経験を踏まえて、よ

り地域に摂ざした活動を打っていきたいと考えております。J(つがる市・静藤ヒサさん)

「いろんな活動を通しながら、思うことは、サークル活動とかちびっ子広場に集ってこれる親子っ

ていうのは、本当に問題がなくて、本当に問題なのは、まだまだ地域の中で部立している親子とか、

それから地域の中にとけ込んで、い汁ない親子が訳出いるんじゃないかなと。これからもメイトとして

の意識を持って頑張っていきたいと思います。J(三沢氏・川村和子さん)

「来年度からは、町の公民館で実施している子育て支援のボランティア活動とか子育てサロン等に

「ま

":r，て可"'e:明叱宮司V宏、
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活動を移していきたいと考えております。いつまでもボ、ランチィア精神を忘れないで、未来ある子ど

も達のために少しでも…緒に活動していきたいと思っております。J(野辺地町・笹森敦子さん〉

f6年に亘るたくさんの出会いの中には、いろんなドラマがあり、思いの深い出会いがありました。

お母さん方の『ありがとう』と、泣いても、笑っても、怒っても可愛い子ども達の姿が私たちの背中

を押してくれました。そして、多くの皆さんとの出会いの中で、私たちもまた、育てられた事を実感

し、嬉しく思っています。J(むつ市・出崎陽子さん)

メイト連絡協議会会長千田泰子氏は、「親が子どもを想う、そういう気持ち、命全大

切にしなければならない、そういう気持ちでこの約10年間活動してまいりました。j と、「平成9年に

発足して以来j の子育て支援活動の意義と成果について力説して、「今後とも、これまで以上に子ど

もが提やかに伸び伸びと育ち、擾しい、温かい気持ちで育つよう地域でがんばりたいと思ってJいる

と、青森県子育てメイトとしての誇りと自信と覚悟の程を示している。

fさて青森県子育てメイトが平成9年に発是して以来私たちメイトは、活動が異なっても、あるい

は表現が異なっても、親が子どもを想う、そういう気持ち、命を大切にしなければならない、そうい

う気持ちでこの約10年間活動してまいりました。今後とも、これまで以上に子どもが健やかに伸び仲

びと 擾しい、温かい気持ちで育つよう地域でがんばりたいと思っております。j

地域社会にとって大きな支えとなっている青森県子育てメイト制度が、児童福祉法の改正で

て支援の主体が市町村に移行j されたとは言っても、平成18年度一杯を以て廃止されたことは、福祉

日本一老目指していた青森県民にとっては極めて残念なことである。
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